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2002年８月27日、チエコのプラハで開催され

た岡際工学アカデミー連合の年次総会に西津会

長と２人で出席したので、その概要を報告する。

2週間前の洪水の傷跡がまだ残っている（地下

鉄は浸水で不通）中で、大変よく準備され、チ

ェコのZuna会長の完壁なホスト振りで、会議

は大成功であった。会場は1707年に創立され、

現在5000人の学生を擁するCzechTechnical

Univel･sityのFacultyofMechanicalEngineeringの

会議室が使われた。参加アカデミーは22カ国、

欠席アカデミーは４カ国、オブザーバ参加は

Russia,Slovakia,SouthAfficaの3カ国、参加者は

CAETS事務局を含めて総勢52名であった。

審議及び結果概要

チエコのZuna会長(2002年のCAETS会長）の

司会、CAETSのSalmon事務局長の説明で事前

配布議案集記載の4項目が審議され、異議なく

承認された。

（１）2001年総会（フィンランド)議事録の承認、

併せてCAETSのホームページが紹介された。

(http:"www､caets・org/）

（２）CAETSStudyProcedures(7/１６/01版)の承認

（３）BoardMcmbership(2003)とRotationScheduleの
確認、2007年日本主催第17回大会のTentative

Titlcとして下記を提案した。“Realizationof

RecyclingSocietyandSnstainableDevelopment；

Ｎｏｏ８８

Ｏｃｔｏｂｅｒ２００２

(社)日本工学アカデミー広報委員会
○ffice：〒108-0014束京都港区芝5-26-20

（建築会館4F）

Ｔｅｌ：Ｏ３－５４４２－Ｏ４８１

Ｆａｘ：０３－５４４２－Ｏ４８５

Ｅ－ｍａｉｌ：academy＠twics､ｃｏｍ
ＵＲＬｈｔｔｐ:"ｗｗｗ・eaj､orjp／

．■■Ｉ１１．１函顛ｍ屋

専務理事山川郁夫／/ＫＵｏｘＡＭﾊDＡ

TheRoleofTechnology”

（４）2003年度会費と予算ならびに監査報告を

承認。このあと、オブザーバ参加の3カ国の代

表がテーブルに着き、報告と討論があった。

（５）CAETSとEuro-CASEの合同会議

（６）EnergyandClimateChangeStudy(ECC）

（７）EngineeringandthePublic

昨年はPublicUnderstandingofEngiI1eering(PUE）
というタイトルで議論された。

（８）各国アカデミー活動状況報告

（９）他の関連活動

（a)IRGC：IntemationalRiskandGovemance

CoLlncil

（b)UNESCOの世界会議：Megaciliesofthe
Future

(10）２００３CAETS25thAnniversary,l5thConvocation

atLosAngelesⅢlOOutstandingEngineering

Challengesm

報告者所感

この総会の前日にSynergiesofEngineering
Branchesというテーマのシンポジウムがあり、

チェコ、米国、豪州、中国、韓国、英国から発

表があった。日本からの発表がないのがさみし

かった。

今回の会議出席を通じて、非公式情報の交換

の重要性を改めて感じた。ここで得た情報をこ

れからのEAJの活動にうまく反映させたい。
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鯵 向坊隆第二代会長を偲ぶ

鱗

向坊先生は私の一年先輩で、東大で若い頃か

らいろいろお世話になりました。初めてお目に

かかったのは、戦後間もない頃の新学年に当た

って、大山松次郎先生の御命令で、電気工学科

の学生の為に化学の講義をして頂くことを、亀

山直人先生にお願いに伺った時のことでした。

亀山先生は「それは向坊君に頼みなさい」とい

うことで向坊先生にお目にかかってお願いし、

その結果先生はその後数年間電気の学生だけの

為に化学の講義をして下さった筈です。

その後1963年の秋頃から「基礎工学」のカ

リキュラムのあり方について検討し、これを出

版することを岩波書店が計画し、委員長役の向

坊先生からお勧めがあり機械工学科の渡辺茂、

教養学部の小野周、理学部の高橋秀俊の方々に

加えて頂き、度々討論する機会を得ました。こ

の会合は「基礎工学」講座の第１Ⅲ配本までに

約5年を要した為、その間向坊先生達といろい

ろの議論の出来たことは懐かしい思い出であり

ます。

1968年にいわゆる東大紛争が泥沼化し、総

長以下部局長が全員辞任した結果、向坊先生が

工学部長に選任されましたが、向坊学部長は学

部長補佐制度を敷かれ､当時助教授の内田祥哉、

吉川弘之、甘利俊一の諸氏と教授の私とを学部

長補佐に指名されました。その後先生の工学部
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長、総長特別補佐時代を通じて、先生の下で紛

争解決のお手伝いをすることになってしまいま

した。

1979年に「開発の為の科学技術会議」がウ

ィーンで開催されることになり、その準備の為

各国のNationalReportを作成することになりま
したが、その委員会の主査を先生の代理で私が

務めることになり、その結果ウィーンの会議に

私も先生と一緒に顧問として参加することにな

りました。会議は2週間続きましたが、偶々先

生はお兄様の御不幸があって途中で帰国されま

した。先生は原子力関係の会議等でウィーンに

は度々来ておられるので、暇を見てウィーンを

案内してやると言っておられましたが、慌しく

お帰りになることになって、帰国される早朝お

見送りすると、「ウィーンを案内することが出

来なくなったので、昨夜見物すべきところを書

いておいたから参考にしなさい｡」と言ってホ

テルの便菱に記したものを下さいました。お兄

様の御不幸で急に帰国されることになって大変

なところを、時間をさいて案内記を書いてくだ

さった御好意に感心するとともに有難く存じた

次第です。

以上思いつくままに述べたのは、先生の幅広

い御活躍の中で私の関係したほんの一部に過ぎ

ません。私は茅誠司先生にいろいろお世話にな

って、いくつかの仕事を言付かりましたが、そ

の度に「この仕事は向坊君が最適任者だが、こ

れこれの理由で彼に頼めないから君に頼む｡」

と言われました。日本学術振興会の理事長や日

本国有鉄道の非常勤理事はその一例です。考え

て見ると私は向坊先生のほんの一部のお仕事を

させて頂くのに全力を挙げて来たような気がし

ます。

日本工学アカデミーでも小林宏治初代会長の

後を受けて、アカデミーの基礎を確立して頂き

ました。今何かにつけて向坊先生に御相談して

御教示を受けたいことが多いのに、先生が御逝

去になったことは誠に残念であります。

先生どうか安らかにおやすみ下さい。
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中部地区夏季講演会「遺伝子治療のtransIationalresearch」
■閏ｌＩＩＩｐＩｌｌＩ甲1１１回Ｉ｡

l-l-I部地区担当理事小林猛／7]4KESHIKOBA恥ＳＨノ

ようになることをおそ

れているとのことであ

った。今後は、他の施

設での実施や他のガン

(例えばメラノーマや

腎ガン）への応川がな

されようとしている。

このような医師主導型

治験がスムースに実施

７月２４日に名.!！｢屋大学吉田純教授から標記

のテーマで講演していただいた。吉田氏は名,J,、

除大学大学院医学系州:究科脳神経外科教授とし

て悶産技術を利用した脳腫傷の遺伝了治療の|；Ｎ

発者として有名であり、同時に名11f屋大学医学

部付腿病院遺卿伝子・再生医療センター長として

大学発の医療技術開発に積極的に取り組んでい

る｡

まず、脳腫傷の遺伝子治療の開発経緯につい

てわかりやすく説明された。基礎研究から前臨

床研究に移行する段階での苦労話などを披露さ

れ、さらに臨床研究の結果についてもビデオに

基づいて、あたかも手術に立ち会っているかの

ような鉛覚すら抱かせるくらい上手に紹介され

た。

リポソームでくるんだインターフェロンβ遺
伝子を含むプラスミドを脳腫傷細胞に導入する

こと・抗腫傷効果のメカニズム（アポトーシス

の例を紹介）の解明が重要なこと・安定なリポ

ソームの製剤調製とＧＭＰ(GoodManufacturing

Practice）としての保障の仕方をどのようにする

か・開頚手術と定位脳手術を主体として実施し

た．といった話題が主であった。最初の患者は

死亡したが、二例目から五例目までは成功した

とのことである。このような遺伝子治療分野で

||本がもっと主体性を取るようにしないと、す

べてアメリカの企業に技術が占拠されてしまう
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できるように厚生省で
吉 田 純 氏

も検討されている。

この話に先立って、脳卒中を例にした救急医

療情報ネットワークの構築の重要性に関する話

もされた。脳卒中により全国で147万人が死亡

し、死亡率は第３位である。脳卒中の半分は脳

梗塞であるが、脳梗塞の治療は緊急性を要し、

発症後３～６時間以内で治療すれば、ほとんど

後遺症がない。そのために、脳卒中救急医療情

報ネットワークを平成12年度に愛知雌で構築

した。さらに、救急車とセンター病院lllの情報

ネットワークを構築中で、無線ＬＡＮを介して

救急車で移動中に情報を送れるように計画して

いる。少しでも早くかつ確実に患者の情報をセ

ンター病院に送れるシステムを構築することが

重要であり、高いビルなどがある都市環境下に

おける電波技術の医療への応用がもっと促進さ

れると良いことがわかった。

戸

画囚個a画面ｑ

Ｅ/､ノノＯ〃L9〃ﾉ7W入
鯵

大島柴次／

広報委員長就任に当たって

広報は文字通り広く情報を伝えることがＬｌ的

でありますが、これまでの工学アカデミーの広

報委員会の仕事は、行事に関する予告と報告な

どのニュース、あるいは講演その他の内容を編

集したEAJInfOrmationなど、専ら会員に対して

の情報サービスが主でした。

しかし、もう一つの重要な広報の仕事は、社

会に対して工学アカデミーが情報を発信するこ

とであると考えられます。現在でも工学アカデ

ミーの紹介という意味で、出版物を、政府機関

その他関心を持って欲しい所に送付してはおり

ますが、その内容は会員向けの情報を流用した

EAJNEWSN(》､882002.1()３
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さが増大しているよう

に思われます。我が国

の権威ある工学研究者

の集まりである工学ア

カデミーにとって、対

外向けの発信の重要さ

を改めて感じており、

日本工学アカデミーの

広報活動を益々充実さ

せるために広報委員会

上 野晴 樹

佐 藤誇 芳

田中揃毒雄

福 井康 裕

三村由夫

，癖癖鴎懸蕊蕊
ものであり、残念ながら、現在の所は対外向け

に特別に情報を発信するという活動は具体的に

は進んでおりません。

工学アカデミーの会費は一般の学会の会費と

比べると約10倍ですが、だからといって一般

の学会の10倍のサービスを受けることを期待

している会員は恐らく居られないと思います。

工学あるいは技術の研究者として、社会にどの

ようなサービスが州来るのか、世の中にどのよ

うな提言を発することが出来るのかを、権威あ

る工学アカデミーの場で考えるための資金であ

ると言うことが出来ないでしょうか。

問題は、工学アカデミーは社会に対して何を

主張し、どんなことを提言するのかという、い

わゆるコンテンツが明確にあるのかどうかとい

うことです。外国のアカデミーから送られる広

報を見ると、驚くほど具体的なプロジェクトが

沢山報告されています。例えば、工学教育につ

いてのワークシヨップ、先端技術に対するアセ

スメント等々。

折しも、日本工学アカデミーでは、作業部会

制度を発足させ､その内規の検討を行っており、

そこでは具体的な問題に関する提案に基づいて

調査研究を行い、見解、提言などを社会に対し

て発信するような機動的な活動を支援すること

が考えられております。

２１世紀の初頭になって、世界は特に不透明

／'

は何をすべきかを研究しなければならないと思

っております。

会員各位のご協力とご支援を御願い致しま

す。

なお、今期の広報委員は下記の方々でありま

す。 ・
へ
‐

記

委員長：大島築次

副委員長：小林敏雄

委員：阿部徳之助

内Ill明彦

杉野昇

野村東太

松永是

山 崎 弘 郎

べＤ
ｐ
０
Ⅱ
■
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EAJ会員選考委員長としての所感
＝画固唾幽睡ロｇ

ﾉﾉ?０Ｗ/ｒﾉＡＯﾘﾉZＡＭＡ青山博之／〃

私は2000年度以来、堀幸夫先生の後を受け

て、日本工学アカデミーの会員選考委員長を勤

めさせていただいているので、その立場からこ

の委員会の事をご説明したいと思います。皆さ

ん良〈ご存知の事ですが、会員選考委員会は第

一分野から第六分野までの各分野の委員それぞ

れ７，８名ずつから構成され、年3回程度開催さ

れています。選考委員会の主要任務は申すまで

もなく新正会員の選考で、推薦書に基づいてま

ず所属分野の審査が行われ、次いで全体委員会

で慎重に審査されま

す。推薦と決まった会

員候補者は次の理事会

に諮られて正式決定と

なるわけです。

ところで、そのよう

な会員推薦の現状は、

今のところ新規入会の

方が退会者と亡くなら

れた方の数を大幅に下
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ロっておりまして、アカデミーの会員の数は減

少傾向にあります。具体的には、昨年度に新た

に入会された方は22名、退会された方は40名、

死亡された方は6名で、年度内に24籍の減少と

なり、年度末の止会員の数は574名でした。

｜｣本エ学アカデミーを更に発展させて行くた

めには、会員の増強が必要である事は１１]すまで

もありませんが、その元は会員選考委員会に寄

せられる推薦書です。会員の推薦は現在会員で

ある皆さんがどなたでも出来る事で、決して選

考委員に限られている訳ではありません。Ⅱ本

工学アカデミーの会員にふさわしい方は、皆さ

んの周りにも沢山いらっしゃると思いますの

で、そのような方を多数ご推薦頂けるようにこ

の際特にお願いしたいと思います。

勿論、会員選考委員会でも新会員の候補者を

発撫する努力を今後とも続けてまいります。し

かし今までに会員増強が議題に上った時に必ず

11}てくる議論は、新会員候補者を説得する難し

さです。具体的には、「工学アカデミーとは何

なのか」「会費に見合うメリットはあるのか」

といった質問に対して、何と答えたら良いのか

鱒 ２００２，２００３年度役員紹介

が分らない、理事会などアカデミー執行部の側

で、アカデミーの理念について説得力のある説

明をしてくれないか、といった議論です。

私はこの問題は存外アカデミーの本質に拘わ

る重大問題ではないかと感じています。外国の

アカデミーと違って純粋の民間団体として発足

した日本工学アカデミーは、本質的にボランテ

ィアの団体であり、会員が会費に見合うサービ

スを要求したりするのは間違いなのではないで

しょうか。会員は、アカデミーの会員である事

を名誉と感じ、いわゆるノーブレス。オブリー

ジェとして会に奉仕するべきなのではないでし

ょうか。ただそれをあまり表に出すわけにも行

かなくて、うやむやにしているのが現状であり、

その矛盾の矢、に立たされているのが会員選考

委員会なのではないでしょうか。しかも上記の

ように考える人は、年と共に減少しているよう

に感じられるのです。

所感がぼやきになってしまい､失礼しました。

しかし、何らかの機会にこのような事を皆様と

議論したいと思っています。

ＰｏＩｒＩドヮ｜ﾄｬﾀﾛ０１０．０１１竜１Ｉ

広報委員会では、新たな試みとして、役員（副会長、理事、監事)の侍様のご紹介を兼ねて、会員

へのメッセージを「所感｣、「抱負｜という形で掲載させて頂くことにいたしました。毎号5名程度の

ご紹介を予定しております。なお、掲載順序は、原稿到着順とさせて頂いております。

■写■■■ﾜ●ロ●■●｡■守守甲甲甲申申■pp●●■｡■■■■｡■●●｡ひ●●ｃ■缶■■■■｡●｡p①■ｅｐＤＤ●●●●●●｡●ebgq｡■凸ＧＢ｡●●●■●B●■●●◆●●●■Ｇ■■●●●●■b■■●Ppp●●●●●●●p●●●●■●●■■■●●●■●●■岳■■●●■●ｃら毎■■■●●缶●色色■宜低■■●心曲②●●缶■■曲合■
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｢ 工 学 と社会」理事加藤邦紘

（NTTアドバンステクノロジ㈱代表取締役副社長）

アカデミーでは若輩者の即事ですが､機会を与えられましたので投稿させていただきますｃ

これまで一貫して情報通信関係の技術開発に携わってまいりました。立場上、マルチメディ

ア、ＩＴが、私達の社会・生活に多大な効率性、利便性をもたらす力があるということを多く

の場でアピールし、又、その実現に努力してまいりました。しかし最近、ふとこれでいいの

－戸碑飛Ｕ

Ｉ
甲田 ﾓb･

か、我々はどんな社会を造ろうとしているのだろうか、その理念に欠けたまま、功利追求の活動をしているので

はなかろうか等といった事が、頭をよぎるようになりました。これは、情報通信の世界だけでなく、医療、環境

等、多くの分野で同様の問題が顕在化しつつあるように思います。向かうべき社会の姿と、手段としての工学の

正しいかみ合わせが求められる時代ではないかと思います。このような時代にこそ、我が工学アカデミーの存在

意義が強く求められ、その一員として微力を尽くしたいと考えております。

｢御挨拶」 理 事 土 岐 憲 二

（立命館大学理工学部教授）

1995年３月に開かれた日本工学アカデミーの関西地区講演会で、「世界と日本の地震災害」

と題して会員の諸兄にお話する機会があった。阪神淡路大震災の直後であったから、神戸の

地震で京都の2寺院の防火施設が機能喪失したこと、京都には次なる地震の可能性が高いこ

と、地震火災の可能性は神戸のそれより高いことなどについても触れ、京都での次なる地震

焼失する危険性が高いことを訴えた。この際に、ご出席の方々から励ましを受けたことが契

｢新任の弁」理事合志陽一

（(独）国立環境研究所理事長）

シニアの工学者、技術者が相互の交流を深めつつ、科学技術と良識に基づく社会的意見表

明をしていく重要性をⅡ頃感じ、会員をつづけていましたが、今ＩⅢはからずも理事に選任さ

れ、責任をあらためて感じております。企業での16年余、大学での20年余、独立行政法人

(国立環境研究所)での5年''1と工学畑では様々な経験をしてきました。それが何かお役に立

では多くの文化財が焼失する危険性が高いことを訴えた。この際に、ご出席の方々から励ましを受けたことが契

機となって、1997年には小松左京氏を代表とする協議会を設け、2001年８月にはNPO法人「災害から文化財を守

る会」を設立した。現在、これが筆者のライフワークともなっており、徐々にではあるが、文化財を地震火災か

ら守るための対策の実現に向かって歩を進めており、i1＃i〈政府の関係省庁も目を向け始めている。日本工学アカ

デミー会員の皆様からも絶大な御支援をお願いする次第です。アカデミーの発展にも微力を尽す所存です。

一 一 一
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｢交流と共感」への期待 理事秋山 守

（(財)エネルギー総合工学研究所理事長）

会員個人の役割に加え、ル'1紬運営の一端に携わることの責任を|と|覚しながら、同じ専門分

野ないしは問題意識を共有する会員諦兄と連絡を密にし、協力し合って、諸般の進展に努め

てまいりたいと思っています。近頃は学術をはじめ、社会経済、国際関係など、あらゆる間

で総合的な取り組みの必要性が増しており、私たちも工学のコミュニティ、工学の使命を基

切な範囲で極力多方而の期'11家、そして色々な立ル所属・年齢などに亘る人々と意見を交

いくことが有益であろうと考えています。その意味でも、日本学術会議での経験は有益であ

ご指導を頂きたいと願っています。原子力、エネルギー、環境などの課題には、グローバル

期に亘る視野を要するものが多く、自分の力に限りはありますが、気持ちは大きく広げてま

本としながらも、適切な範囲で極力多方而の期'１家、そして色々な立ル所Ｉ

わし認識を共有していくことが有益であろうと考えています。その意味でも、

りましたし、今後もご指導を頂きたいと願っています。原子力、エネルギー、

で、しかも極めて長期に亘る視野を要するものが多く、自分の力に限りはあ

いりたく、何卒よろしくお願い致します。

てばという気持ちは多少ありますが、よく考えてみると、ほとんど過去のことであり、この変化の激しい時代に

昔のことは考えない方が良いでしょう。むしろ、現在の変化に如何に処するか、その方が大切だと思います。

ボトルネックと本質、トピックスと長期展望、パフォーマンスとロジステイックス、WhatとHow、組織のもつ

多面的機能などが頭に去来する毎||です。微力を尽くしたいと,I化ております。よろしく。

《
１



京都大学大学院工学研究科教授(資源工学専攻）

1943年京都府生まれ。京都大学即学部地球物理学科卒業。1967年石油資源開

発㈱入社。国内外の石油・天然ガスの探鉱に従事。1986年から京都大学工学

研究科に在籍。物理探査技術の高粘度化およびその土木・岩盤分野等への適

用に関する研究に従事。

新入IE会員のご・ 職

『

(２００２年７月入会者）

第６分野

藤野正隆

第３分野

鯉沼秀臣 東京工業大学応用セラミックス研究所所長・教授

東京大学大学院修了後、カンサス大学博士研究員、東京大学化学エネルギー

専攻を経て現職。高分子合成、ＮＭＲに始まり、有機金属、CO2間定、医薬か

ら半導体、超伝導に至る広汎な物質材料研究を展開。コンビナトリアル材料

科学を提案し開発中。1941年東京都生まれ。

東京大学大学院新領域創成科学研究科教授(環境学専攻）

東京大学大学院博士課程船舶工学騨攻修了後(工学博士)、Ｉ肖ちに東京大学専

任講師。その後も一貫して|ｉ１大学に奉職。船体運動学の分野で教育・研究活

動を展開。十数年ほど前から、海洋環境工学分野にも活動領域を広げる。

1940年東京都生まれ。

第４分野

広松猛 広島国際大学社会環境科学部教授(住環境デザイン学科）

1943年福岡県生まれ。東京工業大学建築学科卒、同修士課程修了後、竹中工

務店技術研究所を母体に33年間研究開発に従事。前半は建築振動工学分野で

学位取得。後半は環境経済学に傾注。今年から環境アセス、ＬＣ工学等の教鞭

を執り、学生に混じり趣味の弓道を再開中。

蕊
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第５分野

芦田藷
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東京大学大学院工学系研究科教授(システム量子工学専攻）

東京大学で原子力工学を専攻。1969年同大学院工学系研究科を修了後、東京

大学助手、助教授を経て、現在何システム量子工学専攻教授。原子力材料学、

核燃料丁鷺学、核融合工学の研究教育に従事。日本原子力学会核燃料部会長、

何材料部会長など。1941年広島ﾘI↓生まれ。

山脇道夫

F,
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作業部会

本年度より、機動性・即時性を発揮し、短期

間に取りまとめて、提言、発信活動等を行うと

いう趣旨で、現在下記の作業部会が活動を開始

しております。各地区独自の活動、メーリング

リストを活用した活動が新しく始まっていま

す。来年度に向けて、新しいテーマ、新しい活

動の提案を事務局までお寄せください。

・新産業フロンティア（主査：依田直也）

・ものづくりにおけるスキルとその技術化

（主査：岩田一明、関西地区で実施）

・環境フォーラム（代表：石井吉徳）

・デジタルコンテンツネットワーク流通

（委員長：安田浩）

・安全専門部会(部会長：柴田碧）

＊従来の専門部会制のもと、電子情報化シ

ステム安全ＷＧ(主査：向殿政男)、社会の

逐年的変化ＷＧ（主査：大久保尭夫）、

SafetyBurstWG、などがあります。

・EnergyandClimateChangeStudy対応

（ECC)作業部会

（共同部会長：秋山守、山路敬三）

＊CAErS共同研究から継続

EAJNEWSNo､882002.108

故向坊隆先生お別れの会

去る８月８日、東京プリンスホテルにて、

1000名を越える方々が集い、故向坊隆先生

(日本工学アカデミー2代目の会長・最高顧問）

お別れの会が執り行われました。

日本原子力産業会議会長として世話人代表を

つとめられた西洋潤一アカデミー会長の挨拶が

あり、中曽根康弘元内閣総理大臣、武大偉'･''国

大使、佐々木毅東大総長、那須湖東京電力㈱相

談役、伊原義徳元原子力委員会委員長代理(会

員)、友人代表としての近藤次郎元Ｈ本学術会

議会長(会員）の皆様から、先輩同僚後輩の別

なく誰とでも親しく付き合われた向坊先生の人

柄をしのぶ心にしみる追悼の辞がありました。

アカデミー会員も多数お別れにいらっしゃいま

した。

故向坊隆先生のご冥福をお祈りします。

100万人科学者。技術者代表者集会

第１３回シンポジウム(共催）

｢地球社会とアジアの未来」
日時：2002年１１月25日（月）９:30-17:００

場所：｜|本学術会議

港区六本木7-22-34

Ｔｅｌ：03-3403-1056

資料代：3,000円

NationalAcademyofEngineering(米国）
発行mTheBridge1'のご案内
Bridgeは、年四回米国工学アカデミーが

発行している機関誌です。下記URLで閲覧

可能ですので、ご興味のある方は、是非ご

活用ください。

URL：http://www.､ac､edu/TheBridge
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